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 北京市に所在する北京Ｆ系統工程有限公司（Beijing F System Engineering Co., Ltd、以下
ＢＦＳ社）は、日本有数のコンピュータ製造・ソフトウエア企業であるＦ社の中国でのソフト
ウエア開発とソリューションビジネスの拠点として設立された。ＢＦＳ社の設立はは 1991 年３
－ 76 － 
月で、92 年２月から中国でソフトウエア開発の営業を開始した。 




















額 41,984 千元のうち、ソリューション事業を中心とする中国市場での売り上げが 42％(17,643
千元）となり、総売上の 45％を見込んでいる（表１）。 
表１ 売上高の推移（単位：元） 
年度 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 
総 売 上 6278 9284 9868 16236 23347 25172 29855 35014 36257 36842 41984 50610 
海外受注 6278 9284 9868 16236 23347 24798 28009 29119 29610 26466 24341 27826 
中国市場 0 0 0 0 0 374 1846 5168 6647 10376 17643 22782 
注 2005 年度は目標値 












 ＢＦＳ社は 1992 年、日本本社からの出向者（駐在員）日本人３名と 29 人の現地採用従業員









 董事会－経営管理機構          総経理弁公室（室長・日Ｙ） 
     董事長・総経理（日本人Ｘ）   管理部（部長・中Ａ兼務、部長代理２人・中Ｃ、Ｄ） 
     副董事長・副総経理（中Ａ）   事業推進統括部（部長・中Ｂ兼務、部長代理中・Ｅ） 
          副総経理（中Ｂ）           担当部長・日Ｙ兼務、中Ｋ） 
                       第１システム開発部  （部長・中Ｆ） 
                       第２システム開発部  （部長・中Ｂ兼務） 
                       第３システム開発部  （部長・中Ｇ、女性） 
                       ＥＲＰソリューション部（部長・日Ｙ兼務 
                       物流ソリューション部 （部長・中Ｈ） 
                       ＰＬＭソリューション部（部長・中Ｉ） 
                       企業システム部    （部長・中Ｅ兼務） 
                       中国市場部      （部長・中Ｅ兼務） 





 従業員数の推移をみると、発足当初(92 年)、総経理以下３人の日本人を含めて 33 名であっ
たものが、97 年には 100 人を超え（118 名）、98 年には 150 名を、02 年には 200 名となり、現
在(05 年３月)242 名となっている（表２参照）。 
 この間、日本人スタッフは３名で変化なく、すでに述べたように他はすべて現地中国人スタッ
フである。 
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表２ 従業員構成の推移（北京事業所－上海、広州事務所を除く 単位：人） 
年度 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 
総  数 33 32 37 47 76 118 156 167 153 172 200 224 222 242 
管理部門 5 5 8 8 8 10 10 12 13 13 13 12 12 12 
Ｓ  Ｅ 28 27 29 39 68 108 146 155 140 159 187 212 210 230 
ＢＦＳ社提供資料より作成 
 
 従業員の職種構成では、管理部門が５人から最大時（01,02 年度）13 人と８人の増加でしか
















述のＺ氏を除く課長職 18 名もすべて現地スタッフである。 





 近年の新規採用状況を見ると、03 年に 40 名（新規学卒 10＋中途採用者 30）、04 年には新規
学卒（大学、大学院卒）を 10 名（７月採用）採用した。05 年の新規学卒採用は 19 名を予定し
ている。 










・勤 務 内 容 ＥＲＰシステムの業務分析、業務設計、プロジェクト管理（予算、人員、進捗状況） 
・必 要 ス キ ル 高いレベルでの日本語コミュニケーション・プレゼンテーション能力が必要。ＳＡＰ認
定コンサルタント、顧客サポートスキル、Networkスキルを歓迎 
・経 験 年 数 アプリケーションシステムインテグレーション又は開発プロジェクト管理経験３年以
上（ＳＥとしての開発経験で言えば５件以上） 
・国 籍 不 問 ・戸籍の制限無し 
・語学レベル Ｂ  ・学歴 大卒以上  ・年齢 40歳位まで 
 
２．インフラ技術エンジニア 
・勤 務 内 容 技術サポートの他、市場動向分析やそれに関する企画書作成など 
・必 要 ス キ ル 高いレベルでの日本語コミュニケーション・プレゼンテーション能力が必要。ＳＡＰ認
定コンサルタント、顧客サポートスキル、Networkスキルを歓迎 
・経 験 年 数 Windows／UNIX／Storage関連 
・国 籍 不 問 ・戸籍の制限無し 
・語学レベル Ｂ  ・学歴 大卒以上  ・年齢 40歳位まで 
 
３．システムエンジニア 
・勤 務 内 容 シニアＳＥとしての勤務を期待。日々起こる新しいプロジェクトの責任者として、開発
業務かプロジェクト全体の進行・顧客との交渉を行う。 






・経 験 年 数 アプリケーションシステムインテグレーション又は開発プロジェクト管理経験３年以
上（ＳＥとしての開発経験で言えば５件以上） 
・国 籍 不 問 ・戸籍の制限無し 
・語学レベル Ｂ  ・学歴 大卒以上  ・年齢 40歳位まで 
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４．日本企業向け営業担当（ＩＴシステム・サービスの導入・提案） 




・必 要 ス キ ル 日本語で営業活動ができること（留学経験あれば尚可） 
コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を持った、前向きの人材を希望 
・経 験 年 数 営業経験２年以上を希望 
ＩＴの基本知識を習得・理解していること 
・国 籍 不 問 ・戸籍の制限無し 







いということよりも、退職者が多いことに起因している。表に見られるように 03 年に 40 人採









元／月、課長級で 12,000 元／月、部長クラスで 15,000 元／月程度であり、現在の最高給者は
20,000 元／月である。そして賞与は部単位の業績で配分する、成果主義を採っている、という。
先に示したＦＣＨの募集要項を見ると、大卒の経験者は手取り10,000 元から 20,000 元の範囲で
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保険加入、諸手当等の処遇は以下のとおりである。 
・賃金 １～２万元、経験・能力を考慮のうえ、当社規定により優遇 
・基本勤務時間 ８：30～17：30 ・勤務日 月曜日～金曜日 ・変則勤務時間 無 
・休日 土、日曜日、祝祭日 ・休暇 旧正月、国慶節、ゴールデンウィーク 













Ｂ氏 40 歳 大卒・無線電 勤続 13 年２ヶ月 
統括部長クラス 
Ｅ 40 大卒・金融 12 年６ 
Ｃ 36 大卒・日本語 13 年２ 
Ｄ 49 院卒・計算機 13 年２ 
Ｆ 42 短大卒・計算機 13 年２ 
Ｇ 37 大卒・計算機 12 年６(女性) 
Ｈ 36 大卒・情報工学 ９年８ 
Ｉ 42 院卒・計算機 13 年２ 
統括部長代理 
担当部長クラス 
Ｊ 40 大卒・工業自動化 11 年６ 
 なお、参考までに記しておけば、日本本社からの出向・駐在員で董事長・総経理







 年齢は、もっとも若い人で 36 歳、最年長者で 49 歳である。勤続年数は(2005 年５月現在)、
９年以上であり、13 年２ヶ月の者が４人、12 年６ヶ月の者が２人いる。ＢＦＳ社が設立された
のが 92 年２月であるから、勤続 12 年６ヶ月以上の者はほぼ設立当初ないし１年以内に採用さ
























  Ａ（母国語レベル）  日本語が第一言語 
             家族の会話などで日本語が日常使われている 
  Ｂ（ビジネスレベル） 日本の４年制大学卒業 
             日本において日本企業在籍３年以上 
             中国において日系企業在籍６年以上 
  Ｃ（会話レベル）   中国の大学で４年間以上日本語を専攻 
             中国の日系企業に在籍３年以上 



























































 とはいえ、ＢＦＳ社はまだ設立後 13 年強しか経過しておらず、しかも急速に拡大をしてきた
企業であることを考えると、リーダーや課長クラスの中途採用が生じて当然であるし、30 歳代
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